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人が育つ園人がコ檄がる押

hよれくコミュニケ■≦ヨニ

出会いの春。
これ怜弓ようしくれ:““'
ドキドキの初対面から初めての交流が始まりました。
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★子どもたちが人を信じられる優しい心を育むこと!
★子どもたちが自信を持って社会に踏み出せるよう
になること!
★みんなが安心して子育てができるまちづくり!

｢桑名市子ども･子育て支援事業計画｣にある｢高校生と保育所児

との交流事業、わくわくコミュニケーション｣では、保育所の

子どもたちにパートナーとの1対1での異年齢交流を通じて

ぬくもりの経験と受容される喜びを育み、高校生には幼児との

交流による様々な体験の中でコミュニケーション能力を大きく

育てます。
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生徒庭参のふりかえり ▲
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保育所で過ごした時間をふりかえって 心に残ったことば

最初は自分から話しかけたけど無視されて、
--どうしよう"、 ･ 一番最後にバイバイと手を振ったときに、バイバイをして

“これから大丈夫がな"って思ってたけど、むこうから手を
- くれてすごく嬉しかったです。

つないでくれたり話してくれたりしてすごくうれしかった

です。最後、ハイタッチしてくれました!!

相手のことを見て話しかけること、目線を合わせることを

自分なりに頑張りました。結果は良くなかったですが、 -

話しかけるとうなずいたり返事をしてくれたりしました。

･ おもちゃで遊んでいて店屋さん的なことをしていて
｢おいしいです｣って言ったら｢照れる｣って言われて何か

嬉しかったです。

これから頑張りたいこと
▲ が
　　

･ 話を聴いて相づちをしたり、言葉を理解しながら会話が
出来るようにしていきたい。
･ 子どもの目線で物事を考える。

- ◆ 好きな遊びやキャラクター、好きな食べ物を聞いてみよう

- と思う。

深谷保育所 管 0 5 9 4‐2 9‐1 13 5
多度保育所 雲0 5 9 4‐4 8‐4 7 8 6

桑名北高校 窒 0 5 9 4‐2 9‐3 6 10
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